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研究のキーワード 

総合的な学習の時間（地域学習，職業体験，平和学習） ESDカレンダー 

学習発表会（SDGs） 

研究結果のポイント 

○ESD カレンダー作成を通した「総合的な学習の時間」を軸とする各教科等との関連性の可視化 

○探究的な学びと生徒の主体的な活動（SDGs17との関連） 

○「総合的な学習の時間」における３つの資質・能力の向上 

 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

ホールスクールアプローチで育む 自分を大切に ひとを大切に 未来を大切にできる生徒の育成 

 

（２）研究主題設定の理由 

これからの変化の激しい社会を生き抜くためにも，生徒たちは，知識及び技能を身に付け，思考

力，表現力，判断力を養い，主体性をもって多様な人々と協働できる態度などの資質・能力を身に

つけなければならない。 

本校は，校区の二つの小学校とともに９年間を見通した継続性・系統性・計画性のある小中一貫

教育を進めている。校区には大規模な二つの団地群を有し，地域の高齢化率も高くなっている。生

徒たちは自分たちの住む地域を「住みやすい地域である。」と感じながら，全国学力学習状況調査

における「地域や社会で起こっている問題に関心がある」という質問については 34％と全国平均以

下である。生徒自らが次代を担う地域の一員としての自覚をもち，視野を広げ，仲間と協働した取

り組みを進めることで，地域に貢献し，逞しく生きる生徒の育成をめざしたい。 

本校ではこれまで国際理解教育，環境教育，食育等，ESD の視点を生かした取組を進めてきたが，

３年間の系統性を生かしたものには至っていない。ユネスコスクールとして，地域や社会とも連携

しながら，学校全体で取組を進め，様々な探究活動を通して，「自分を大切にする心」や「他者と

協働しながら進んで参画する態度」を身に付けることで，地域や社会に貢献し，将来にわたって持

続可能な社会を生き抜く生徒の育成が可能であると考える。 
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（４）１年目の主な取組 
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ESD の理解…教職員・生徒への広報活動 生徒への事前アンケート調査① 

ESD 研修会①（同志社女子大学 藤原孝章教授） 

ESD 研究授業 （国立教育政策研究所 遠山一郎調査官） 

生徒へのアンケート調査② 

ESD カレンダー作成 

三校合同研修会（ESD研修会② 奈良教育大学 中澤静男准教授） 

地域と協働した ESD活動（小学生，保護者・地域と協働した取組） 

ESD 研修会③（同志社女子大学 藤原孝章教授） 

学習発表会（ESDをテーマにした各学年総合的な学習の時間，生徒会の取組発表） 

地域と協働した ESD活動（幼児・小学生・保護者・地域と協働した取組） 

先進校訪問（太田区立大森第六中学校 大阪市立南小学校） 

中間のまとめ作成 

生徒へのアンケート調査③ 

小中三校授業交流会「ESD と道徳」 

中間報告書づくり 

ESD研修会④（同志社女子大学 藤原孝章教授） 

生徒へのアンケート調査④ 

２年次年間計画作成 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

 

 

 

 

  

校長 教頭 
ESD推進リーダー 

ESD推進委員会 
 

カリキュラムチーム 
（ESDカレンダー作成） 

 
 

＜めざす生徒像＞ 

・身の回りの出来事を様々な側面や立場から考える事のできる生徒（Care） 

・仲間と協力することのできる生徒（Communication） 

・地域の一員として進んで参加できる生徒 (Action) 

 



 ESD への取組については，これまで本校が実践してきた数々の教育活動を ESD の観点で捉え直し，

既存の取組を発展させることで学校目標を実現できると考えた。そこで，１年次においては，３つ

の力（多面的，総合的に考える力・他者と協力する態度・進んで参加する態度）を意識した上記の

めざす生徒像を掲げ，下記の３点の研究を進めることで研究主題に迫れると考えた。 

①「総合的な学習の時間」を軸とした「各教科」との関連付けによるカリキュラムの再構築 

（ESD カレンダーの作成） 

② 探究的な学びと生徒の主体的な活動の実践（SDGs17 との関連） 

③「総合的な学習の時間」における３つの力の育成に照らした生徒の変容の把握 

 

（２）具体的な研究活動 

① 「総合的な学習の時間」を軸とした「各教科」との関連付けによるカリキュラムの再構築 

（ESD カレンダーの作成） 

年度当初に ESD教員研修を行い，本研究を進めるに際し，①社会性・市民性 ②探究性 ③総合

性・横断性 ④主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の「４つのポイント」を同

志社女子大学藤原孝章教授にご指導いただいた。 

ESD カレンダー作成に当たっては，総合的な学習の時間を軸として，教科横断的にどのように系

統立てて実践するかを把握できるよう，各教科及び領域の学習内容を７つのカテゴリーに分類し，

総合的な学習の時間の学習内容と関連している単元を整理し，ESD の視点や身に付けさせたい３つ

の力に絡めた単元目標を作成した。カリキュラム・マネジメントの観点からも，学校全体の学習活

動の全体像を可視化し，各教科等との関連性を明示することができた。 

 

②探究的な学びと生徒の主体的な活動の実践（SDGs17 との関連） 

「総合的な学習の時間」の単元として，「100年後もより住みやすい寝屋川へ 2017」（SDGｓ11），

２年「自分の 10 年後をよりよく生きるために今できること」（SDGｓ8,2,11,17），３年「自分たち

が世界平和のためにできること」（SDGs16）と題し，SDGs，ESD の視点からの授業として見直した。

授業では多面的・総合的に考える力を育み，主体的・対話的で深い学びとなるよう意識した。ESD

の授業への取組については，ESD の視点で身に付けさせたい力を明記し，単元の評価規準（ルーブ

リック）の中で，それがどのように測れるのかも意識して指導案を作成した。最終的には学習発表

会の舞台においてその成果を発信し，振り返りを行った。授業については探究的な学びとして，「情

報の収集」，「整理・分析」，「まとめ・表現」，「振り返り」の流れで行うこととした。また，生徒会

執行部や各委員会が意欲的にさまざまな ESD 推進活動に取り組んだ。 

 

③「総合的な学習の時間」における３つの力の育成に照らした生徒の変容の把握 

学習発表会後には３つの力に着目したアンケートを取り，１学期末にアンケートを取ったものと

比較し，各学年で考察を行った。１年生では「他者と協力する力」に関して伸びが見られたが，そ

の他に関しては，顕著な伸びは見られなかった。２・３年生では「多角的・総合的に考える力」が

大きく伸びた。自分たちで劇を作り上げるために話し合う機会が増え，他者の意見を多く聞く機会

が多かったことや，戦争や平和等について，様々な立場で考えることができたことによると考えら

れる。 

 



（３）ＰＤＣＡサイクルへの取組について 

検証改善サイクル実施のため，事前調査として２・３年生には前年度３月に，１年生には４月に

第一回意識調査を実施するとともに，１学期末と２学期末にも同内容の調査を行った。その結果，

１・２年生において，「地域の活動があれば参加したい」と考える生徒が増加したことは，地域に

目を向けた取組を行った成果であると考えられる。３年生は現実的な行動には結びつけられなかっ

たが，地域をよりよくする方法などの意見を述べている生徒が半数以上おり，自分たちの住んでい

る地域についての関心は高いことがわかる。生徒たちは理想の地域として，「きれいなまち」，「地

域の方の関わりの深いまち」，「犯罪のないまち」というイメージを持っていると推測できる。 

 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

【今年度の取組における成果】 

○ 【教科横断】ESDカレンダーを作成し，「総合的な学習の時間」の授業をベースに他教科，道徳

や生徒会活動などの他領域との関連性を可視化することができ，広い視野で教育活動を進める

ことができた。 

○ 【生徒の ESDへの肯定的な認識】生徒会執行部や各委員会が自主的に ESD活動を行う中で，ESD

への肯定的な認識が広がりつつある。また，各学年の学習発表会での発表や，委員会活動を協

働的に進めることができ，学習活動が活性化している。 

○ 【地域連携】地域の方にゲストティーチャーとして協力を得たことで，生徒自身の地域への想

いが地域の方にも伝わり，逆に感謝の言葉をいただいたりするなど，双方向の関係を深めるこ

とができた。 

【今年度の取組における課題】 

● 【ESD カレンダーの改善】作成した ESD カレンダーは「環境」，「平和」などの７つのカテゴリ

ーを３つの力でとらえて作成したが，さらに活用しやすいように改善する。 

● 【学習への評価活動】「総合的な学習の時間」や各教科での ESD の学びをファイリングし，形

として残すなど，ポートフォリオや評価への取り組みをさらに充実させる必要性がある。 

● 【ESD の視点に立った授業改善】７つの能力・態度について，つけたい力を明確にしたルーブ

リックを作成し，授業改善に生かす。 

 

４ 今後の取組 

・ESD カレンダーをさらに他教科及び領域のつながり，学年の系統性を意識したものとして再整理 

し，年間計画を作成する。 

・「総合的な学習の時間」と各教科の取組をさらに関連させることにより，学習を深める。 

・地域人材や専門家，民間企業等，外部の教育資源を活用し，連携や交流を進めることで学習活動 

をさらに充実させる。 

・各教科，「総合的な学習の時間」におけるルーブリックの作成と自己評価方法の確立。 

・ポートフォリオ，ルーブリック等，評価に関する研修の実施。 

・SDGｓ17 の目標を達成するために、生徒自らが取り組める方策と手立てを考案する。 

・さらにホールスクールで進めるためのより機能的な組織づくり。 

 


